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はじめにはじめにはじめにはじめに    

ジオグリッドを用いた補強土工法が永久構造物に対して

も広く行われるようになるとともに，クリープ変形を考慮

した設計が重要となってきた．しかしジオグリッドの土中

クリープ挙動はいまだ未解明の部分が多く，クリープを考

慮した設計を行う場合でも土とジオグリッドの相対変位は

全く考慮されずクリープ限度強さを用いているのが現状で

ある 1)．一方筆者らはこれまで土とジオグリッド間の摩擦

特性を一面せん断試験によって評価し 2),3)，その結果から土

中でのジオグリッドのクリープ変形挙動を計算により推定

する方法を示してきた 4)．そこで本研究ではジオグリッド

の土中クリープ試験を行い，計算による推定結果との比較

検討から，ジオグリッドの土中クリープ挙動を明らかにす

ることを目的とする． 

実験方法実験方法実験方法実験方法    

試験装置の概略を図図図図----1111に示す，土槽のサイズは幅;220×
長さ;500×高さ;200 mm であり，引抜き口の大きさは 4 
mm とした．ジオグリッドは土槽中央に全面敷設して約
125 mmおきに節点にピアノ線を固定し，土槽後方に取り
出して変位を計測した．ジオグリッドに一定の引抜き力を

載荷するため，ロードセルと剛結したベロフラムシリンダ

ーを用い空気圧によって載荷した．引抜きクリープ荷重は

ジオグリッドの単位幅あたり30,40,50 kN/mとし，載荷開
始は0 kNから5 kN/m･minの載荷速度で所定のクリープ
荷重まで増加させた．垂直応力は74 kPaとし，計測時間
は100時間とした． 

 
 
 
    

    

    

    

    

    

    

    

                                    

 

    

推定計算に用いたパラメータ推定計算に用いたパラメータ推定計算に用いたパラメータ推定計算に用いたパラメータ    

ジオグリッドの土中クリープ変形挙動はジオグリッドの土

中端からの距離を x とすると，土とジオグリッドの相対変
位:u=uｐとなる点を x=xｐとして xpよりも土中端側(1)と引抜
き口側(2)に分けて以下のようにあらわすことができる 4).こ
こで uｐは土とジオグリッドのせん断応力が残留状態に至る
までに生じた相対変位を表す． 

(1) 0≦x≦xｐ のとき    
(1) 

(2) x≧xｐ  のとき 
(2) 

 
(3) 

ここで用いたパラメータは，ジオグリッドの変形係数

S=806 kN/m，土とジオグリッド間のせん断試験結果 3)から

得られた強度定数φ=33.5°,ｃ=3 kPa，および今回のクリー
プ試験におけるジオグリッドの空中部分での時間～ひずみ関

係から求めたクリープ係数α=0.0025である． 
結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察    

 図図図図----2222 は土中クリープ試験から求まる引抜き力～引抜き量

関係を示したものである．参考として在来の引抜き試験(引抜
き速度一定)の結果を破線でプロットした．両試験結果ともク
リープ載荷荷重に達するまではほぼ一致した経路をたどり，

その後引抜き試験では引抜けに至るまで引抜き力が増加して

いるのに対し，クリープ試験では引抜き力が一定に保たれた

まま時間の経過とともに引抜き量が増加している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図図図図----3333 は土中のジオグリッドの各節点の変位分布を示した

ものである．計算結果に注目すると，クリープ荷重が小さな 
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図図図図----1111 試験装置 

図図図図----2222 引抜き試験とクリープ試験の比較 
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場合（F=30 kN/m）には時間
経過による変位の増加が引抜

き口付近(x≒500 mm)でのみ
生じているが，クリープ荷重

が大きな場合（F=50 kN/m）
では土中深くにまでその範囲

が及んでいる．実験結果から

得られた変位分布にも同様の

結果が見られたが，両者を比

較すると変位量は実験結果の

ほうが小さい値が得られた．

この原因として，試験装置前

壁によって生じるアーチ効果，

ジオグリッドの節点部分の局

所的な変形等が考えられる． 
 図図図図----4444 はクリープ試験から

求まるひずみ分布の計算結果

との比較を示したものである． 
この図から時間経過によるひずみの増加量は計算および実

験の両結果とも近い値を示し，その発生範囲もほぼ等しく

得られた．以上の結果より実験に用いたジオグリッドのサ

イズを考慮すると，計算結果はジオグリッドの土中クリー

プ変形挙動をよく推定しているといえる． 
図図図図----5555は実現場のスケールを想定し，敷設長を3000 mm
とした場合の計算結果から得られた土中のジオグリッドの

変位とひずみの分布を示したものである．クリープ荷重お

よび垂直応力は今回の実験にあわせ F=40 kN/m,σ=74 
kPaとし，経過時間は106 (h)まで計算した．図より敷設長
が500 mmの場合(図図図図----3333,4444の中段)と比較すると，クリープ
の発生範囲が小さくなっているが引抜き口部分での変位量

およびひずみの大きさはわずかに小さく得られただけであ

る．またこの図より，引抜き口部分のジオグリッドのひず

みが6 %程度でもその部分の変位量が15 mm程度にまで
達していることが分かる．このことからクリープ変形後の

ジオグリッドのひずみが，クリープ限度強さを求める際に

目安とされる土の破壊ひずみ（10-15%程度）1)以下であっ

ても，時間の経過に伴い補強土構造物に重大な変形を生じ

る可能性のあることが分かる． 
まとめまとめまとめまとめ    

クリープ試験を実施し，土中クリープ挙動の推定計算結

果との比較検討から，以下の結論を得た． 
1.変位分布の比較（図-3）では計算結果は全体的に実験値
よりも大きく示されたが，分布形状は全体的に近似して

いる．これはクリープ試験（引抜き試験を含めて）特有

の誤差によるものと考えられる． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.土中のジオグリッドに生じるひずみ分布およびクリープ変
形の発生範囲はよく推定できた． 

3.ジオグリッドに生じるひずみが小さくても，土とジオグリ 
ッド間に生じる相対変位によって補強土構造物に重大な変 
形を生じる可能性がある事を確認した． 
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図図図図----3333 変位分布 図図図図----4444 ひずみ分布 

図図図図----5555 計算結果 (L=30000 mm)

土木学会第57回年次学術講演会（平成14年9月）

-858-

III-429


